
１　実施概要

　(1)調査目的

　　　 沿線住民のニーズや移動性を確認することで、更なる生活利用者の潜在需要の掘り起こしや、

　　　 路線バスや乗合タクシーなどを含めた公共交通全体の課題解決につなげる。

　(2)調査時期

　　　 配布：令和２年10月初旬　回収期限：令和２年10月31日

　(3)調査手法

　　　 ①対象

　　　 　糸魚川市、小谷村在住の大糸線沿線の住民

　　　 ②規模

　　　 　3,000人（糸魚川市 1,900人　小谷村 1,100人）

　　　 ③配布方法と回収率

　　　 　個人宛てに郵送または広報配布時に世帯宛てに調査票配布

　　　 　回収率　44％

　　 

２　アンケート結果

　(1)運転免許証と車保有データ

令和２年度 公共交通の利用促進に関する住民アンケート結果報告

n＝1,314 n＝1,253

アンケートに回答した住民の８割以上が運転免許証を保有

自動車を保有していない世帯は１割以下に留まっている
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（参考別冊３）



　(2)普段の外出における移動範囲（最も頻繁に出かける場所）

　(3)最も頻繁に出かける場所（最寄り駅からの距離別）

（n＝1,232）

糸魚川市内の目的地ランキング（距離別）

白馬村内の目的地ランキング（距離別）

沿線の移動ニーズは北小谷を分水嶺とし、

糸魚川市エリアは市内への移動、小谷村エリアは白馬村への移動が多い

普段の移動先についてはスーパー・病院・ホームセンターが大半を占める

（n＝681）

（n＝301）

37.7％ 62.3％

57.1％ 42.9％
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　(4)過去１年間の公共交通の利用頻度

　(5)将来、公共交通を利用する可能性

（n＝1,240）

８割以上が公共交通を利用していない、もしくは年数回程度の利用に留まっている

（n＝1,275）

半数は「車が運転できなくなれば利用する可能性がある」と回答
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　(6)将来、公共交通を利用すると回答した方が望むサービス

（n＝2,345）

乗車機会の増加を望む声が最も多く、次いで自宅からのアクセスが容易になれば

利用したいとのこと。また所要時間の短縮や乗換抵抗の緩和などの声も多かった
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